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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

《全般的概要》

[経営及び事業環境]

 当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用環境の改善傾向が続く中、個人消費にも回復

の兆しが見られ、緩やかな回復基調をたどりました。

 世界経済では、米国経済は西海岸の港湾スト等により一時的な影響を受けましたが、個人消費が底堅く推移した

ことにより成長率は概ね横ばいとなり、欧州経済は原油安等を背景に個人消費主導で堅調となりました。中国経済

は内外需とも弱含みとなり、成長のテンポは減速しました。タイ経済は低調な輸出を内需が下支えしたため緩やか

な回復ペースとなりましたが、その他アジア経済は総じて減速傾向となりました。

 当社グループの主な事業領域である自動車業界は、国内市場では消費税増税の影響の長期化や軽自動車税増税等

により販売台数は前年を下回りましたが、米国及び中国市場では前年を上回って推移しました。

 

[連結業績]

 このような環境の下、当社グループの売上高は米国と中国での自動車関連製品及びベトナムでのプリンター関連

製品の販売が好調を維持し、また円安環境の中、日本から輸出している精密機能材料及びＨＤＤ用サスペンション

の受注が堅調に推移した結果、92億86百万円（前年同期比11.0％増）となりました。

 利益面では新会社量産準備及び一部の低採算製品の原価改善遅れ等により費用が膨らみましたが、増収効果で営

業利益は７億２百万円（同7.3％増）、経常利益は為替差益等により８億70百万円（同30.2％増）、親会社株主に

帰属する四半期純利益は５億62百万円（同23.5％増）となりました。

 

《セグメントの業績》

[日本]

 自動車関連製品では、精密機能材料の輸出販売は増加しましたが、相次ぐ増税の影響等により国内市場向けの精

密機能材料及び精密機能部品の販売は前年割れとなりました。ＨＤＤ用サスペンションでは一定の受注を確保でき

たことと円安により増収となりましたが、デジトロ精密部品の販売は総じて低調となりました。

 結果として、日本セグメントの売上高は65億17百万円（前年同期比3.6％増）、セグメント利益は低採算品の受

注が増加したため原価が上昇しましたが、円安による輸出採算の向上によって前年同水準の６億44百万円となりま

した。

 

[北米]

 北米子会社は光通信部品の販売が低迷しましたが、自動車関連製品ではエンジン用やミッション用の部品が好調

を維持したため増収となりました。

 結果として、北米セグメントの売上高は11億90百万円（前年同期比34.4％増）となりました。利益面は光通信部

品の販売低迷、自動車関連製品の旺盛な受注への増産対応費用の増加やメキシコ子会社における量産開始前の準備

費用等により20百万円のセグメント損失（前年同期は23百万円のセグメント利益）となりました。

 

[アジア]

 香港子会社の売上は、主に光通信部品の販売先である北米子会社が低迷した影響を受け、タイ子会社では同国の

輸出の減速や自動車市場が低調だったため軟調となりました。一方、ベトナム子会社のプリンター関連製品ではロ

ーラーの売上が伸長し、中国子会社の自動車関連製品では前年度からの好調を維持したため増収となりました。

 結果として、アジアセグメントの売上高は22億65百万円（前年同期比22.9％増）、セグメント利益は売上増及び

原価改善の効果等により２億31百万円（同48.6％増）となり、増収増益となりました。
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《製品区分別の売上業績》

製品区分の名称 

前第１四半期連結累計期間 当第１四半期連結累計期間    

自 平成26年４月１日 自 平成27年４月１日 増  減 

至 平成26年６月30日 至 平成27年６月30日    

金  額 構成比 金  額 構成比 金  額 前期比 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

精密機能材料 1,050 12.6 1,123 12.1 72 6.9

精密機能部品 4,950 59.2 5,387 58.0 437 8.8

サスペンション 956 11.4 1,217 13.1 260 27.3

プリンター関連 883 10.6 1,083 11.7 199 22.6

デジトロ精密部品 495 5.9 448 4.8 △46 △9.4

その他製品 29 0.3 25 0.3 △3 △11.4

 合 計 8,366 100.0 9,286 100.0 920 11.0

 

[精密機能材料]

 精密機能材料の売上は、国内取引では自動車生産台数が前年を下回った影響を受けたものの、輸出取引では販売

増加と円安効果により前年を上回りました。結果として、売上高は11億23百万円（前年同期比6.9％増）となりま

した。

 

[精密機能部品]

 精密機能部品の売上は、国内取引では精密機能材料と同様の状況にあるため減少し、タイ子会社では同国の自動

車市場が低迷した影響等を受けました。一方、需要好調な米国及び中国の子会社では主にエンジン用部品が伸びま

した。結果として、売上高は53億87百万円（前年同期比8.8％増）となりました。

 

[サスペンション]

 ＨＤＤ用サスペンションはＰＣ向け需要が減少傾向にある中、安定した受注を維持し、サーバー向け新製品も堅

調に推移しました。結果として、円安効果もあり売上高は12億17百万円（前年同期比27.3％増）となりました。

 

[プリンター関連]

 プリンター関連製品の売上は、タイ子会社では給排紙用部品の販売は減少しましたが、ローラーは順調に推移し

たため前年同水準となりました。香港子会社では顧客の在庫調整の影響を受けたことにより前年を下回りました

が、ベトナム子会社のローラーの販売は伸長しました。結果として、売上高は10億83百万円（前年同期比22.6％

増）となりました。

 

[デジトロ精密部品]

 デジトロ精密部品では、ＯＡ機器用の精密部品が顧客の在庫調整や競合製品の影響を受け、光通信部品も北米子

会社の販売が低迷したため減収となりました。結果として、売上高は４億48百万円（前年同期比9.4％減）となり

ました。

 

（２）財政状態に関する説明

[資産]

 総資産は、446億86百万円（前年度比２億16百万円減）となりました。これは主に、機械装置及び運搬具が２億

52百万円、有形固定資産の「その他」に含まれるリース資産が３億３百万円、株価の上昇により投資有価証券が４

億18百万円増加した一方、現金及び預金が設備投資等により11億75百万円減少したこと等によります。

 

[負債]

 負債は、103億87百万円（前年度比６億15百万円減）となりました。これは主に、支払手形及び買掛金が１億34

百万円、固定負債の「その他」に含まれる繰延税金負債が１億94百万円増加した一方、確定納税等により未払法人

税等が３億46百万円、流動負債の「その他」に含まれる未払金が５億57百万円減少したこと等によります。
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[純資産] 

 純資産は、342億99百万円（前年度比３億98百万円増）となりました。これは主に、利益剰余金が配当により３

億17百万円減少しましたが親会社株主に帰属する四半期純利益により５億62百万円増加したほか、その他有価証券

評価差額金が２億84百万円増加、為替換算調整勘定が１億31百万円減少したこと等によります。

 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 当第１四半期連結累計期間の業績は概ね予定通りに推移しており、第２四半期連結累計期間及び通期の業績につ

きましても、現時点では、平成27年５月14日に公表いたしました業績予想から修正しておりません。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 

平成25年９月13日）等を当第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更を行っておりま

す。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結

財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成27年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 9,405 8,230 

受取手形及び売掛金 8,043 7,834 

商品及び製品 1,410 1,426 

仕掛品 1,519 1,562 

原材料及び貯蔵品 1,544 1,693 

その他 1,069 1,124 

流動資産合計 22,992 21,871 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 4,069 4,082 

機械装置及び運搬具（純額） 6,051 6,303 

その他（純額） 4,999 5,182 

有形固定資産合計 15,120 15,568 

無形固定資産 229 240 

投資その他の資産    

投資有価証券 6,145 6,564 

その他 512 561 

関係会社投資損失引当金 △97 △121 

投資その他の資産合計 6,560 7,005 

固定資産合計 21,910 22,814 

資産合計 44,903 44,686 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 4,516 4,651 

未払法人税等 510 164 

役員賞与引当金 － 4 

賞与引当金 393 211 

その他 3,485 3,049 

流動負債合計 8,906 8,081 

固定負債    

長期借入金 409 408 

退職給付に係る負債 58 61 

その他 1,627 1,836 

固定負債合計 2,095 2,306 

負債合計 11,002 10,387 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成27年６月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 4,808 4,808 

資本剰余金 2,744 2,745 

利益剰余金 22,998 23,244 

自己株式 △900 △898 

株主資本合計 29,650 29,899 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 2,804 3,089 

繰延ヘッジ損益 － 0 

為替換算調整勘定 924 793 

退職給付に係る調整累計額 392 392 

その他の包括利益累計額合計 4,122 4,275 

新株予約権 128 124 

純資産合計 33,901 34,299 

負債純資産合計 44,903 44,686 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年６月30日) 

売上高 8,366 9,286 

売上原価 6,667 7,469 

売上総利益 1,699 1,817 

販売費及び一般管理費    

運送費及び保管費 179 175 

報酬及び給料手当 287 304 

役員賞与引当金繰入額 7 4 

賞与引当金繰入額 39 46 

退職給付費用 25 20 

その他 504 563 

販売費及び一般管理費合計 1,044 1,114 

営業利益 655 702 

営業外収益    

受取配当金 64 63 

物品売却益 22 20 

為替差益 － 76 

その他 11 10 

営業外収益合計 98 170 

営業外費用    

支払利息 0 1 

為替差損 83 － 

その他 1 1 

営業外費用合計 85 2 

経常利益 668 870 

特別利益    

その他 0 0 

特別利益合計 0 0 

特別損失    

固定資産売却損 － 2 

固定資産廃棄損 2 5 

関係会社投資損失引当金繰入額 － 24 

特別損失合計 2 31 

税金等調整前四半期純利益 665 838 

法人税、住民税及び事業税 87 166 

法人税等調整額 123 109 

法人税等合計 210 276 

四半期純利益 455 562 

親会社株主に帰属する四半期純利益 455 562 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年６月30日) 

四半期純利益 455 562 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 155 284 

繰延ヘッジ損益 0 0 

為替換算調整勘定 △196 △131 

退職給付に係る調整額 8 △0 

その他の包括利益合計 △32 153 

四半期包括利益 423 715 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 423 715 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

          （単位：百万円） 

  日本 北米 アジア 合計 
調整額 
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

売上高            

外部顧客への売上高 5,797 885 1,683 8,366 － 8,366 

セグメント間の内部売上高又は

振替高 
494 － 160 655 △655 － 

計 6,291 885 1,843 9,021 △655 8,366 

セグメント利益 637 23 156 816 △161 655 

    (注)１ セグメント利益の調整額△161百万円には、セグメント間取引消去２百万円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△164百万円が含まれております。全社費用の主なものは、当社の業務管理部門等にか

かる費用であります。

     ２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：百万円） 

  日本 北米 アジア 合計 
調整額 
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

売上高            

外部顧客への売上高 5,955 1,187 2,144 9,286 － 9,286 

セグメント間の内部売上高又は

振替高 
562 3 121 686 △686 － 

計 6,517 1,190 2,265 9,973 △686 9,286 

セグメント利益又は損失（△） 644 △20 231 856 △153 702 

    (注)１ セグメント利益又は損失の調整額△153百万円には、セグメント間取引消去△０百万円、各報告セグメン

トに配分していない全社費用△153百万円が含まれております。全社費用の主なものは、当社の業務管理

部門等にかかる費用であります。

     ２ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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４．海外売上高

前第１四半期末連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日）

  北米 ヨーロッパ アジア その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高（百万円） 1,171 150 2,808 72 4,202

Ⅱ 連結売上高（百万円）   8,366

Ⅲ 連結売上高に占める

海外売上高の割合（％）
14.0 1.8 33.6 0.9 50.2

 

当第１四半期末連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日）

  北米 ヨーロッパ アジア その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高（百万円） 1,515 130 3,577 94 5,318

Ⅱ 連結売上高（百万円）   9,286

Ⅲ 連結売上高に占める

海外売上高の割合（％）
16.3 1.4 38.5 1.0 57.3

（注）１ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域

（1）北米………………米国、メキシコ

（2）ヨーロッパ………ドイツ、スイス

（3）アジア……………中国、韓国、タイ、ベトナム、インドネシア、マレーシア、インド、

シンガポール、フィリピン

（4）その他の地域……ブラジル

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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